
米
糸
来
記
事
楽
楽
楽
楽
楽
楽
楽
楽
米
来
楽
楽
楽
楽
米

日
本
医
史
学
会
福
岡
地
方
会
発
足
報
告

第
九
十
八
回
日
本
医
史
学
会
総
会
（
福
岡
県
医
師
会
主
催
）
を
福
岡
で

開
催
す
る
に
あ
た
り
、
我
々
福
岡
在
住
の
医
史
学
会
会
員
は
、
そ
の
約

二
年
前
よ
り
開
催
準
備
に
取
り
掛
か
っ
た
。
そ
れ
と
時
を
同
じ
く
し
て
、

長
年
の
念
願
で
あ
っ
た
医
史
学
会
総
会
の
福
岡
で
の
開
催
を
記
念
し

て
、
医
史
学
展
（
タ
イ
ト
ル
恥
近
世
の
医
学
と
福
岡
の
医
家
）
を
企
画
し
た
。

そ
し
て
、
総
会
開
催
と
医
史
学
展
の
準
備
会
合
を
重
ね
る
う
ち
に
、
こ

れ
を
契
機
に
支
部
的
組
織
を
創
ろ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
っ
て
い
っ

た
。

学
会
本
部
や
会
員
各
位
の
ご
支
援
の
お
陰
で
十
月
の
総
会
は
無
事
終

了
し
、
医
史
学
展
に
も
延
べ
三
万
八
千
人
余
の
入
場
が
あ
り
、
こ
ち
ら

も
成
功
裡
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
本
年
に
な

っ
て
、
西
暦
二
○
○
三
年
の
日
本
医
学
会
総
会
の
福
岡
開
催
が
本
決
ま

り
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
第
一
分
科
会
で
あ
る
日
本
医
史
学
会
を

福
岡
の
会
員
の
手
で
主
催
す
べ
く
、
「
福
岡
地
方
会
設
立
」
が
一
挙
に
具

体
化
し
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
平
成
十
年
四
月
二
十
六
日
、
福
岡
市
天
神
の
都
久
志
会
館

に
お
い
て
「
福
岡
地
方
会
発
足
の
日
」
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当

「
淵
ｌ
ｌ
ｌ
急

日
は
順
天
堂
大
学
の
酒
井
シ
ヅ
教
授
に
は
お
忙
し
い
な
か
を
東
京
か
ら

駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
、
会
員
一
同
い
た
く
感
激
し
た
次
第
で
あ
る
。

同
日
午
後
一
時
よ
り
設
立
総
会
を
行
い
、
冒
頭
に
酒
井
教
授
と
長
崎
か

ら
お
越
し
い
た
だ
い
た
中
西
啓
先
生
に
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
後
、
会

長
に
原
敬
二
郎
氏
（
〃
近
世
の
医
学
と
福
岡
の
医
家
展
″
開
催
準
備
委
員
長
）

を
選
出
し
、
さ
ら
に
諸
役
員
を
決
定
し
た
。

こ
の
後
引
き
続
き
会
員
に
よ
る
七
題
の
一
般
演
題
［
言
医
史
学
研

究
の
先
駆
者
岩
熊
哲
に
つ
い
て
（
佐
藤
裕
）
、
一
言
第
十
五
代
将
軍
徳

川
慶
喜
の
奥
医
師
の
生
誕
地
と
そ
の
周
辺
（
木
村
專
太
郎
）
、
一
言
リ
ョ

ン
に
お
け
る
医
学
小
史
オ
テ
ル
ー
デ
ュ
ー
と
シ
ャ
リ
テ
（
小
林
晶
）
、
四

二
呈
腐
の
害
に
つ
い
て
の
益
軒
の
大
和
本
草
と
李
時
珍
の
本
草
綱
目
と

の
相
関
（
原
敬
二
郎
）
、
五
沖
筑
後
久
留
米
藩
軍
艦
千
歳
丸
と
藩
医
中
山

元
朴
ｌ
西
郷
従
道
、
長
州
藩
桂
太
郎
ら
と
北
越
征
討
へ
Ｉ
（
中
山
茂
春
）
、

六
”
訪
欧
雑
感
マ
ー
ル
ブ
ル
グ
大
学
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
（
冨
田
達

夫
）
、
七
“
福
岡
藩
奥
藩
医
亀
鑑
に
つ
い
て
（
木
下
勤
）
］
の
発
表
の
後
、

教
育
講
演
と
し
て
九
州
大
学
の
ミ
ヒ
ェ
ル
教
授
が
「
初
期
紅
毛
流
医
学

の
諸
問
題
に
つ
い
て
」
を
、
最
後
に
特
別
講
演
と
し
て
奥
村
武
氏
が
「
福

岡
藩
に
お
け
る
本
草
学
者
内
海
藺
渓
を
背
景
と
し
た
蘭
方
医
学
の
勃

興
」
を
口
演
し
、
記
念
す
べ
き
設
立
総
会
を
締
め
く
く
っ
た
。
酒
井
教

授
と
中
西
先
生
に
は
総
会
終
了
後
の
小
宴
に
も
御
出
席
い
た
だ
き
、
「
福

岡
地
方
会
の
今
後
の
発
展
を
大
い
に
期
待
す
る
』
と
の
エ
ー
ル
を
贈
っ

て
い
た
だ
い
た
。
支
部
昇
格
を
目
指
し
て
、
ま
た
第
一
○
三
回
医
史
学

総
会
を
主
催
す
べ
く
、
産
声
を
あ
げ
た
ば
か
り
の
こ
の
福
岡
地
方
会
を

よ
り
一
層
盛
り
立
て
て
い
こ
う
と
、
会
員
一
同
決
意
を
新
た
に
し
た
の
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国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

五
世
紀
を
迎
え
る
精
神
医
学
史
１
１
束
酉
一
千
年
の
精
神
医
学
」

共
催
・
講
演
叩
世
界
精
神
医
学
連
合
「
精
神
医
学
史
」
部
会
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
精
神
医
学
史
学
会
、
日
本
精
神
医
学
史
学
会

旨
扁
Ｒ
己
禺
５
口
巴
の
胃
ロ
ロ
Ｏ
ｍ
Ｅ
ヨ
ー
ー
函
尉
Ｂ
ｑ
ａ
勺
切
目
の
冨
禺
ｑ
ｏ
ｐ
弓
①

国
〕
『
①
吾
○
丘
８
号
①
曽
留
ｅ
ｇ
ｇ
ご
Ｉ
弓
弓
○
冨
三
①
二
国
９
Ｆ
ご
ｏ
三
‐

ｔ

四
吋
目
目
ロ
ョ
ョ
の
牌
四
目
Ｑ
両
四
胃
》
〉
》
彦
①
匡
巨
ロ
ロ
⑦
吊
庁
丘
の
画
屋
、
宮
、
①
の
○
喘
弄
ご
①

の
①
９
５
己
《
↑
国
耐
８
『
く
ａ
宅
切
ぐ
の
三
四
吋
え
》
ａ
茸
四
ヨ
ゴ
四
弓
○
○
四
ゴ
ミ

く

ｔ

ｏ
巴
国
。
巴
ａ
ｇ
①
呈
昌
○
門
丘
も
望
の
冨
四
耳
旨
ン
閉
○
口
禺
５
口
（
毒
勺
シ
）
》
号
①

両
匡
３
℃
①
画
ご
少
朋
Ｏ
Ｑ
ｇ
５
己
｛
日
吾
①
函
耐
ｇ
ご
ａ
も
の
く
の
三
四
茸
ぐ
巴
ａ

ｔ

Ｉ

言
の
昌
巴
函
①
里
ｇ
ｏ
冑
の
局
シ
画
も
》
Ｐ
．
⑦
『
既
ｌ
ｚ
ｏ
屋
ゞ
く
．
、
冑
国
め
》
］
．

⑦
四
の
ｍ
の
ミ
リ
ミ
厨
四
一
四
コ
ｅ
》
四
口
Ｑ
号
①
］
四
℃
四
口
隅
①
シ
ｍ
ｍ
Ｏ
Ｑ
閏
５
コ
ざ
吋
言
①

函
厨
ｓ
ｑ
ａ
勺
の
胃
冨
臼
昌
（
Ｑ
］
四
弓
冒
自
酔
三
．
三
四
房
易
三
弄
笙
弓
烏
冒
）

日
時
一
九
九
九
年
三
月
二
十
、
二
十
一
日
（
土
、
日
）

場
所
名
古
屋
市
立
大
学
医
学
部
研
究
棟
講
堂

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
主
要
テ
ー
マ
（
一
般
演
題
、
ポ
ス
タ
ー
も
歓
迎
）
と
プ
レ

で
あ
っ
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
本
地
方
会
の
発
展
に
は
我
々
地
方
会
員
の
努
力
は

言
う
に
及
ば
ず
、
学
会
本
部
や
先
輩
支
部
地
方
会
と
の
密
接
な
連
携
が

不
可
欠
で
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
年
七
月

（
文
黄
禍
岡
地
方
会
幹
事
佐
藤
裕
）

ナ
リ
ー
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
演
者
①
西
欧
の
古
代
、
中
世
、
ル
ネ
サ
ン
ス
、

近
世
、
近
代
の
精
神
医
学
、
②
中
国
伝
統
医
学
と
精
神
医
学
、
③
日
本

の
伝
統
医
学
・
近
代
医
学
と
精
神
医
学
、
そ
の
他

ぐ
・
国
閏
国
與
巨
巨
の
曽
冒
の
大
学
）
、
⑦
．
函
①
司
旨
叉
ｓ
ヨ
ヨ
烏
①
大
学
）
、
］
・

勺
侭
８
且
（
○
コ
四
三
号
大
学
研
究
所
）
、
国
．
牌
言
耳
目
○
コ
。
大
学
）
、
そ
の

他
（
日
本
側
演
者
を
含
む
）

学
術
委
員
会
○
四
．
○
四
言
〕
（
冨
○
国
司
の
己
）
ゞ
ロ
ぐ
両
畠
①
房
閏
ｇ

（
巨
胃
。
ご
》
函
・
禺
用
日
胃
）
（
○
×
ざ
ａ
）
》
］
・
の
四
ｍ
の
閏
（
屈
巨
の
四
国
三
の
）
ゞ
三
・

Ｆ
画
冨
『
話
（
臨
巨
）
〕
目
四
○
因
呂
巨
。
Ｓ
①
蚕
侭
）
↑
○
．
三
目
〆
（
ｚ
①
言
函
四
口
己
‐

の
豆
吊
）
》
く
．
罰
○
①
弄
の
田
○
ロ
ロ
）
ゞ
目
．
弓
匡
目
角
Ｐ
ｏ
ａ
ｏ
］
〕
）
》
も
、
ぐ
曽
己
閏
‐

日
用
刷
号
（
⑦
３
昌
二
鴨
邑
）
ゞ
浅
井
昌
弘
（
慶
応
）
、
藤
縄
昭
（
京
都
）
、
濱

中
淑
彦
（
名
古
屋
、
波
多
野
和
夫
（
千
葉
）
、
飯
田
真
（
新
潟
）
、
岩
田
誠

（
東
京
）
、
影
山
任
佐
（
東
京
）
、
松
下
正
明
（
東
京
）
、
真
柳
誠
（
茨
城
）
、

中
谷
陽
二
（
東
京
）
、
岡
田
靖
雄
（
東
京
）
、
酒
井
明
夫
（
岩
手
）
、
酒
井
シ

ヅ
（
順
天
堂
）
、
杉
立
義
一
（
京
都
）
、
鈴
木
晃
仁
（
慶
應
）
、
高
橋
昭
（
名

古
屋
）
、
山
口
成
良
（
金
沢
）

地
元
組
織
委
員
会
・
事
務
局
名
古
屋
市
立
大
学
精
神
医
学
教
室
（
代

表
釦
濱
中
淑
彦
）

〒
州
ｌ
伽
名
古
屋
市
瑞
穂
区
瑞
穂
町
川
澄
ｌ
Ｔ
ｅ
Ｌ
卵
○
五
二
’
八

五
三
’
八
二
七
一
、
Ｆ
ａ
ｘ
唖
○
五
二
’
八
五
二
’
○
八
三
七
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